




































リンを「民族の予見者、告知者（Seher und Künder seines Volkes）」5 と
して持ち上げた。まさにこの時期からトラークルはヘルダーリンとの
親近性において読まれてゆく。6 キンダーマンが「民族生物学的文芸研















































抒情詩アンソロジー（Anthologie junger Lyrik aus Österreich）』は、疑いな
く「地平線的」、「同時的」という概念に基づいている。11 ここにはオッ

















あった L. W. ロホヴァンスキー（L. W. Rochowanski 1885-1961）の『アガ
トン年鑑』15、ベンノ・フライシュマン（Benno Fleischmann 1906-1948）
の劇場雑誌『喜劇（Komödie）』16、ザルツブルクのエルンスト・シェー


























































点に特徴がある。26 1945 年 11 月から一年間連載された「オーストリア
抒情詩選（Kleine österreichische Anthologie）」には今日無名の詩人たちに
混ざって、エーリヒ・フリート（Erich Fried 1921-1988）やフリーデリー
ケ・マイレッカー（Friederike Mayröcker 1924- ）の作品が掲載されてい
117
民族生物学的文芸研究から作品内在解釈へ
る。27 「詩選」以外でもイルゼ・アイヒンガー（Ilse Aichinger 1921-2016）
の詩的散文「不信への呼びかけ（Aufruf zum Misstrauen）」やパウル・
ツェラン（Paul Celan 1920-1970）の「骨壺の中からの砂（Der Sand aus 








最も若い執筆者は 16 歳であり、年限を 25 歳に定めていたのだ。われ
われの若者たちを動かすもののすべてを彼らはここで発言することが
できたし、それを心と怒りをもって言ったのだ！ 31
巻頭の言葉をバジルはこのように始めている。執筆者は 16 歳から 25
歳まで、すなわち 1921 年から 1930 年までの十年間に生まれた者に限
定された。バジルは序言の中でこの世代に対して「われわれ年長（wir 





1946 年にフランスの助成を受けて 12 年ぶりに刊行された第 16 号『ブレ
ンナー（Der Brenner）』を意識したと推測され 32、はじまりに「ゲオル









Hahnl 1923-2006）、ヘルマン・フリードル（Hermann Friedl 1920-1988）、

























































めてゆく 暗い下水溝を通って（hungrig pfeifen tolle Ratten, / huschen durch 
die dunklen Gossen）」はトラークルの詩「ネズミたち（Die Ratten）」の
「そこでネズミたちが静かに現れて / そこここを鳴きながらかすめてゆ
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